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翻訳家 宮田宣子

特定非営利活動法人F元気の素カンパニー以

和貴」理事長 植木秀子 第156回
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154回スウェーデン社会研究講座

「スウェーデンとカール・ラーションに魅せられて」

翻訳家 宮田宜子

19世紀の画家カール・ラーシヨンはスウェーデンではカレンダーの売上ナンパーワン

の画家で、いまだに国民から大変親しまれています。10年くらい前から、彼に強い興

味を持つようになり、色々と調べるうちに日本とも浅からぬご縁があることもわかりま

した。その後,,直系の親族とも交際が始まり、毎年カール・ラーション ゴヽーデンのあ

る村でご家族の方々と夏まつりを過ごすようになりました。来日したこともないのに

「日本が大好きだつたカール・ラーシヨン」の数々の作品と彼の話を紹介します。(案

内文から)

スウェーデンとのご縁のそもそものきつかけは1983年 に高校2年生だつた二男がAFS

の留学生としてストックホルム郊外のA"●

『

en(アスペグレン)家に滞在したことに始

まります。1998年 、再訪する大学4年生の二男に同行して以来、大のスウェーデン・

フアンになつてしまい、「∞(歳 )の手習い1でスウェーデン語の学習を始めるとともに、

2∞8年以後はほぼ毎年行くようになり、今年6月 にも行ってきました。2∞8年には、スウエーデン人の心のふるさとと

言われるダーラナ地方に息子のホスト・ペアレンツとともに旅行し、カール・ラーションのアトリエ兼住まいであつた

「日
"a Hyttnas(リ

ラ・ヒュットネース)」 にも行きました。

スカンジナビア半島

ダーラリ地方 (右の地間の録のところ)

質素でありながら、おしゃれなデザインの家具や手織り、手刺続のクッションやソファー、陶器類、そして茶目つ気たつ

ぶりな様々な仕掛けのあるこの家が大好きになりました。また、日本への並々ならぬ興味の程がうかがえるような、

澤世絵、日本国、陶器、仏像、日本人形などのコレクションにも大きく心を襦さぶられ、圧倒されました。そのミュージ

アム・ショップに置いてあつた「Resan u‖ C翻 L隧 son― C″den(カール。ラーション・ゴーデンを訪ねて)」という絵本の

登場人物のおじいちゃんと亡き夫の姿が重なり、なんとか翻訳したいと思うようになり、そのために何度か現地に出

向くうちに、幸運なきつかけでカール・ラーションの孫のカーリンさんとの交流も始まりました。
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カール・ラションは、18“年5月 28日にストックホルムのガムルスタンのPttstaun(プレースト・ガタン)78番地で生ま

れました。ガムラスタンは今では観光地になつていますが当時は貧民窟でした。父親は日雇い労働者で飲んだくれ

で、ちょっとお金が入ると直ぐに家族をほつたらかしてどこかに行つてしまう、とんでもない人でした。母親のヨハンナ

が洗濯婦をしたりして生計を立てるという極資家庭で悲惨な幼少期を過ごしました。そんなカールに一人転機が訪れ

たのは、通つていた貪民学校の教師から絵の才能を認められ、13歳で二立美術学予備課程に入学し、絵の勉強が

本格的に出来るようになつてからでした。75年頃にはルポルタージュ調事の挿絵を描く仕事などでかなりの収入を得

られるようになり、家族を養う傍らエッチング技法も習得しました。

カール ‐ラーション牛謹の家詢でス
トゥク本ルム滞■口の iヽ研adeleire今
井先牛とカール ‐ラーション展を見た
後で(2013年 6月 25日 )

ドイツの厳ム場

1877年 から81年まで芸術の都パリに留学し、この間フランス芸術アカデミー(いわゆるサロン)に何度か出展します

が、落選するばかりで日の目をみず、セーヌ河に身を投げようとしたこともあったそうです。その後、心身の病から回

復後の1882年 には、スウェーデンから留学してし`た国家仲間に誘われ、パリ南東のフォンテンプローに近いGr●2~

「
‐
7bing(グレー村)という芸術家コロニーに転居します。ここには北欧の画家や音楽家、作家をはじめ、アメリカ、カ

ル ナダ、そして日本からの留学生も滞在していました。中世の面影を残すこの静かな村に滞在するうちカールの心は癒
されるとともに、外光技法の水影画に新境地を見出し、画家として認められ、フランスのジャポニサン(日本美術愛好
家)の影響を受け、日本の美術に続しんだとされます。最愛の妻となるKa"n Bo噌

“
(カーリン・ベリヨー)と再会したの

も、この村に滞在中のことです。カーリンもスウェーデンから絵の勉強に来た四人の女子留学生の一人でした。二人
は恋に落ち、ほどなく婚約することになりました。翌年の1883年にはグレー村の風景を描いた水彩画がサロンに入選
し、その直後からスウェーデンのイェーテポリの豪商Pontus FOstenberメポントウス・フュステンペリ)がパトロンになり
ます。

二人はいつたん、スウェーデンに帰り

結婚式をあげましたが、この結婚で

カールは惨めだつた、自分の子ども時

代の埋め合わせをするかのように幸せ

な家庭を築いていきます。1384年 にグ

レーに戻り、この年の3月 長女、

ュ燿型■(スサンス)が誕生し、85年 に

は、のちに定住することになる

Sunttorn村 に夏の間滞在します。

87年にはイェーテボリに住み,ここで長

男のur〈ウルフ)が誕生します。88年に

なると、フュステンベリの依頼による

\r) ?et7

2/4ぺ~ン

POtatis i哺 s och kos OrOn Triptyk(三 幅対の大作 ,イ ェーテボリ美

じゃがいも鼻、仔キの崚  術館蔵)制 作のため、長女と長男を妻
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スウエーデン社会研究所 所報

ドイツの鐵ム場

1877年 から81年まで芸術の都パリに留学し、この間フランス芸術アカデミー (いわゆるサロン)に何度か出展します

が、落選するばかりで日の目をみず、セーヌ河に身を投げようとしたこともあったそうです。その後、心身の病から回

復後の1882年 には、スウェーデンから留学していた画家仲間に誘われ、パリ南東のフォンテンプローに近いGrez―

sur―Loing(グレー村)という芸術家コロニーに転居します。ここには北欧の国家や音楽家、作家をはじめ、アメリカ、カ

ナダ、そして日本からの留学生も滞在していました。中世の面影を残すこの静かな村に滞在するうちカールの心は癒

されるとともに、外光技法の水彩画に新境地を見出し、画家として認められ、フランスのジャポニサン(日 本美術愛好

家)の影響を受け、日本の美術に親しんだとされます。最愛の妻となるKarin Berg00(カーリン・ベリヨー)と再会したの

も、この村に滞在中のことですcカーリンもスウェーデンから絵の勉強に来た四人の女子留学生の一人でした。二人

は恋に落ち、ほどなく婚約することになりました。翌年の1883年にはグレー村の風景を描いた水彩画がサロンに入選

し、その直後からスウェーデンのイェーテボリの豪商POntus Flstenberg(ポ ントウス・フュステンベリ)がパトロンになり

ます。

二人はいつたん、スウェーデンに帰り

結婚式をあげましたが、この結婚で

カールは惨めだった、自分の子ども時

代の埋め合わせをするかのように幸せ

な家庭を築いていきます。1884年 にグ

レーに戻り、この年の 8月 長女 、

塾墜幽呟(スサンヌ)が誕生し、85年 に

は 、のちに定住 す ることになる

Sundborn村 に夏の間滞在します。

87年 にはイェーテボリに住み,ここで長

男のUlf(ウルフ)が誕生します。38年に

なると、フュステンベリの依頼による

Triptyk(三 幅対の大作・イェーテポリ美

術館蔵)制作のため、長女と長男を妻

の実家に預けて夫妻でパリに行きま

す。その秋にはパリで二男Ponnus(ポ

ントウス)が誕生しています。89年には

スンドボーン村出身であつた妻の実父

から小さな吉い家リラ。ヒュットネースと

土地を譲り受けます。

スンドボーン村 1ま時間が止まつたような静かな美しい村です。ストックホルム生まれのシティ・ボーイだったカールが、

この日舎を一日で気に入つたのは、妻となるカーリンと再会して恋に落ちたグレー村の景色と似ていたことが第一の

理由だと思っていますが、この古家を自分たちで好きなように改造できるという考えもあつたからではないかと思いま

す。

カール・ラーシヨン夫妻には三男四女の子どもがいま

した。お手伝いさんを含めて十人という大所帯でした。

スンドボーンのリラ・ヒュットネースで定住するようにな

りますと、これをテーマにした作品を多数制作していく

ようになります。90年にはスンドボーンの家と家族を描

いた水彩画集「Ett Hem(わ が家)

制作を開始し、この間、91年に二女Lisbet(リ スベッ

ト)、 98年 には三女Bri塁 (ブリッタ)、 94年 に三男の

Mats(マ ッツ 生後2か月で95年に死去 )、 96年には四

女Kersti(シ ェスティ)が誕生しています。私が親しくし

ていただいているカーリン・オルソンさんのお母様が

シェスティです

3κ ページ

POtatiS na3 00れ k03 0rOL
じゃ11い も鼻、仔この種
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1883年
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スウェーデン社会研究所 所報

スンドボーン村は時間が止まつたような静かな美しい村です。ストックホルム生まれのシティ・ボーイだつたカールが、
この田舎を一日で気に入つたのは、妻となるカーリンと再会して恋に落ちたグレー村の景色と似ていたことが第一の

理由だと思つていますが、この古家を自分たちで好きなように改造できるという考えもあつたからではないかと思いま

す。

カール・ラーション夫妻には三男四女の子どもがいま

した。お手伝いさんを含めて十人という大所帯でした。
スンドボーンのリラ・ヒュットネースで定住するようにな

りますと、これをテーマにした作品を多数制作していく

ようになります。90年にはスンドボーンの家と家族を描
いた水彩画集「Et Hom(わ が家)

制作を開始し、この間、91年に二女Lisbet(リ スペッ

ト)、 93年には三女馳島ボブリッタ)、 94年 に二男の

Mtts(マッツ 生後2か月で95年 に死去)、 96年 には四

女Kersti(シ ェスティ)が誕生しています。私が親しくし

ていただいているカーリン・オルソンさんのお母構が

シェスティです

工立美術学校教授職の勧誘をも断り、カールは片田

舎スンドボーン村にとどまりますが、このことは「文化

の発信地はなにも大都会である必要はないのだ !」 という強烈なメッセージでもあると思います。99年には、新しいア

トリエの増築が完成し、「Ett Hcm

も出版されます。豊かになつたカールは、97年 にスパダルフエットという農場付きの土地や、両親のためにもスンド
ポーン村のカルトパッケンに土地付きの家を購入しています。1000年 に四男Es域om(エスピョーン)が生まれました
が、1902年にカール・ラーションの母が亡くなつたのに続いて05年には長男ウルフが18歳で病死しています。
06年 にはスウェーデン中興の祖、グスタフ・ヴァーサの「ストックホルム入城」の壁画を目立美術館に納入し、08年 に

は画集亀口邑コ阻 in der Sonno(日 向の我が家)」 をミュンヘンで出版、11年になると、ローマ、ベルリン、ドレスデン、
ヘルシンキなどの都市を訪れ、さらにこの年には国立美術館の「Mi“誡erめ l●く冬至の生費)」の制作を開始していま

すが、後の14年になつてこの絵画の納入を巡つて日立美術館ともめることになります。(編集部注1)。

自伝が完成した1919年 の1月 22日

にフアールンの自宅で65歳 で死去

しました。もつともこの自伝「Jag

(私 )」 は、極貧の幼少翔とカーリン

と結婚する前の女性関係などが赤

裸々に記述されている子どもに及

ぼす影響を力…リンが憂慮しため

か、出版は死後12年経つた31年に

なりました。

お配りした見取り図でご覧いただく

通り、リラ・ヒュットネースは100年

以上前の姿がそのまま残つていま

す。スンドボーン村はストックホル

ムから電車で3時間弱のフアール

ン釈から車で20分ほどのところに

あリガイド付きで見学もできます。

子孫が経営し、年間の観光客は6

万人というスウェーデンでももつと

も人気のある観光スポットになつて

3undborri」 :~λ ‐,

たところの最後のス
クリーン
この馬は

Surdborrshさ st
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スウェーデン社会研究所 所報

2013年はカール・ラーションの生誕160周年に当たり、6月 13日 から11月 3日 までストックホルムで大きな展覧会が開

催されておりました。6月 に2回見てまいりましたが、それとコラボレーシヨンするかたちで開催されていた「水車小屋

ギヤラリー(スンドボーン村の製粉場だった建物を活用したもの)」での「D● 地型(ドム・ミーナ 私の家族)展」でもカー

リンの本物のウエディング・ドレスや、二人の結婚指輪や、七人の子どもたちのその後の人生についての詳しい説明

がありました。

4μ ページ

｀、ン

2011年から毎年夏至祭の頃スンドポーンに滞在する

ようになり、カールの係のカーリンさんの別荘に泊め

ていただいたり、スンドボーン村の夏至祭や身内だけ

の野外パーティにも参加させていただき心温まるおも

てなしを受けています。

編集部注1:所蔵はスウェーデン国立美術館。寸法

640cm X 13600m。 スウェーデンでもっとも論議を呼んだ

絵画。絵画は国王ドーマルデイが飢饉回避のための

犠牲とされた、北欧神話の中の伝説を描いている。長

い論争の末に国立美術館から受け入れを拒否され

た。しかし、議論は20世 紀後期に再浮上し、この絵画

は当時日本人の手に渡っていたものを同美術館が購

入。そしてラーションが生前、「この絵は欠点を抱えつ

つも、いつか来るその日、私が去つた時、すばらしい展示場所を得て、栄誉を与えられるであろう」と言わしめたよう

に、ラーションがそれがあるべきと意口していた場所に晨示されている。(ウイキペディア・フリー百科事典からの要約

を抜粋、転用)

(おことわり)講演の再録については宮田さんが主

宰する「カーリン&カール・ラーション友の会」の

ホーム・ベージ掲載の記述も参考にし、一部を転

用させていただきました。

なお、宮田さんが講演で披露された夏至の前日

祭りの夜の音楽会(スンドボーン村教会)動画は

(wwwⅢmcn“etup/ca‖―:a■ son/)でアップされて

います。

カール・ラーシミンが描いた  |スンドポーン歌奎肉諄」

Copyrittt(C)8● Hetin of The山 饉ュInstitは e of Scandinavian Studics A‖ Rights Reserved
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第155回 スウェーデン研究講座

「スウェーデン国会議員団のみた被災地福島の印象」

特定非営利活動法人「元気の素カンパニー以和貴」理事長 植木秀子

9月 にスウェーデンから国会議員5名 が3・ 11の被災地である福島県いわき市を訪間しました。その案内役を福島の

復興に対して献身的に努力している植木さんが務めました。いわき市は被災地でありながら、他の地域からもつとも

多くの避難民を受け入れている衛です。そこには除染、仮設住宅、補償金、放射能など未だ解決に目途の見えない

色々な問題が凝縮しています。そのような状況を世界有数の原発大国スウェーデンから視察に訪れた国会議員の人

たちはどのように感じたでしょうか。今の「フクシマ」を外国がどのように見ているのか。「フクシマ」を風化させないた

めにも皆さまのご参加をお待ちしてます。(案内文から)

編集部からのおことわり。目次と案内文のみで割愛。
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i‐ スサ■―‐‐■十 筆長;まなぜ高負極を受:■ 入れた0か ニ

元駐スウェーデン・ラトビア特命全権大使、元仏教大学特任教授 藤井 威

大使勤務から帰つて来た時は∞歳。今の私は73歳ですが、その後の私はスウェーデ

ンという国に惚れっぱなし。大学では表題のテーマで講義しておりました。大体30コマ、

ひとコマは約1時間半ですからざつと45時間。これをこの場でするのはちよつと無理が

ありますが・・・。私は元々、外務省育ちの外交官ではありません。大蔵省出身で、それ

も主計局。つまり国内の政治的な仕事ばかりをしていました。その折に、当時の総理大

臣からスウエーデン大使赴任の人事を言われ、私は「喜んでいきます」と言いました。
ン` 私は1997年から2∞0年まで大使でしたが、外務省出身以外の大使赴任は私が初代で

す。この滞在中に私はスウエーデンという国に惚れ込んだのです。その話をこれから数

します。

スウェーデンは無茶苦茶な増税をやることによつて高福祉高負担の国家を創つたけ

れど、どうしてそれをスウエーデン人は受け入れたのか。増税なんていうものは皆蟻が

、_´  るものですよね。増税と言つた途端に拒否反応するのはどの国でも同じです。それをどうして増税路線を引き受けた

のか。そのモノの考え方の根本に逃つてお話をしたいと思います。

私達のモノ考え方の最大の特徴は『人は一人では絶対に生きられない。どこかの何らかの形で集団に属していな

ければ人は生きることはできません。完全に単独で生きることのできる動物または植物はありません。動植物はどこ

かの環境の中でしか生きられないはずです」。人間の場合を考えてみますと、まず家族の一員です。次にご近所の

人々が創るコミュニティがある。向う三軒両隣です、ね。あるいは集落の一員です。

スウェーデンの場合は、その基本は2千以上ある教会の教区。つまり、スウェーデンの場合は今950万人で、日本の

人口の14分の1の規模。その規模の国に2子の教区は大変な数です。その1教区には約200から 300人という規模が

多くあります。日本流で言いますと、「教区」というのは、「大字」(おおあざ)とか「字」(あざ)に該当すると思つて良いわ

けです。

ついでに申しますと、私1ま 1940年 生まれ。この年は日本が戦前もっとも経済が発展した年です。そこから後はガタガ

タになりました。戦争のためです。1941年 に、日本は今から考えたら信じられないアホな国でした。真珠湾奇襲攻撃を

かけ、太平洋戦争が始まっています。世界第二次戦争でドイツ・ヒットラーが戦争を始めたのは1939年。私が生まれ

る前年でした。1945年 の八月に広島に原爆が落ちました。長崎と合わせて2発の原爆でついに日本は手をあげて敗

戦となつた訳ですが、その時、私は5歳でした。その時、驚くべきことに私は広島に住んでいました。従つて、私は間違

いな(原爆被爆者の1人でした。そして財産、家屋など全てを失いました。当時は大きな家に住んでいましたが、残つ

たのはたつた一つ。両親と私、それと私の弟の健康だけが奇跡的に残つたのです。そして私は兵庫県にハギワラとい

う人口2、 300人という集落にある尼寺に預けられました。小学1年生から4年生まで、いわゆるチンネンさんをやりまし

、́  ́ た。そのチンネンさん生活をどうやつていたか、そのことが分かるからスウェーデンではそれが今でもその気持ちが活

きている。

どこの世界でもそういう状態であることには間違いがないわけです。近隣コミュニティ、または200

3∞人をさらにまとめたモノがコミュニティ。それをスウエーデンではコミューンといい、日本では市町村。そしていくつ

かのコミューンがまとまつて、県、スウエーデンではランスティングと言います。年代から言うと、日本の明治維新のち

ょっと後。つまり、日本の方が先にこういう状態を創りだした。スウエーデンの場合はずつと国三体制でした。代官を長
早`  というレーンがあり、このレーンの長官が日本でいう県の代行者だった。それをみんなで、いわば選挙で知事を選ば

うという話になったのは1870年代です。明治維新よりも後のことです。

この県の一員であると同時に、さらにその上の国の一員であり、それからその上のEUの一員であり、さらに地球規

模組織の一員です。この説明に時間をかけてこんな馬鹿げたことを言っているが、皆さんは「当り前のことではない

か」と思われになるのですが、その、当り前じゃないことを全く無視したことしか創れなかつたのは、実は先進国では

日本だけです。

スウェーデンの場合を見てみると、まず家族、そして近隣コミュニティをとても大事にします。そのような考え方はいく

つかの例ではつきりと示すことが出来る。地方自治、地方分権重視、つまリコミュニティ重視に繋がる。

具体的に示してみます。第一に、自分たちの住む環境をとても大事にします。これは、自分たちの住む家を大事に

すると同じほど環境を大事にするということ。第二に、自分たちの住む集落とその周辺の美しさをとても大事にする。

と言うことは、先祖代々培われてきた住環境を大事にし、その一環として自然を大事にする。ストックホルムの中心街

ガムラスタンの真似をして、「小ストックホルム」を造ろうなどという気持ちはこの国の人々には全くありません。先祖

代々培つてきたその都市独自の美しさを大事にし、守ろうとするのです。第二に、過去の歴史的遺産を大事にする。

これこそ、各集落、各コミュニティ独自の大事な生活環境であり、そこに住む人のかけがえのない誇りなのです。第四

に、自然。特に「森に帰る」ことを大事にする。この国には[自然亨受権]と呼ばれる権利が認められ、のちに成文化さ

れて自然保護法に規定された。第二に、人々は自分たちの属する集団、例えば集落やコミューンの伝統や行事を大

事にする。

以上のような自分たちの属する集団を大事にする気持ちはスウエーデン社会の色んな面でとても大事な役目をして

いる。それは第一に、集落内にともに生活する人々について、手を取り合つて、また助けあつて良い環境を創つていこ

うという気持ちが強い。第二に、現在、自分たちが保存してきた自然や生活環境を損なわないで次の世代の人たちに
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引き継いでいくことを人々は当然の義務と考える。良い伝統や良い環境を守るためには、建物の建て替えや新築に

強い規制がかかるのも当然と考える。第二に、このことはとても大事なことだが、弱者に対する福社事業、ここで言う

弱者とは非常に広い意味で、障害者、病人らのほか、老人、子供、幼児さらには女性なども含まれますが、この弱者

について、コミューン、ランスティング、あるいは国しかできないという意識があり、そのためにはみんなで負担を負う

ことを受け入れる態度を生んだ。第四に、スウェーデンのような「皆が皆を支える社会」という、国にとっても、結局、有

利な結果を生むということを良く知つているのです。地球温暖化の問題や省資源、省エネルギー政策の世界的な推

進が結局、自分たちの利益になることを良く知つているのです。

日本の場合はどうか。スウェーデンのような、いわゆる縦の集団を重視する考え方は無くなつちゃつた。私が子ども

の頃、戦争が終わった時期にはそれが日本にはあつた。それが、何時から無くなつたかというのは非常に大きな問題

ですが、それを言い出したら時間がかかるためこの場では割愛します。

さて、スウェーデンが19世紀の終わりの時期はどうだったか。この時代はまだ貧しかつた。その時代背景を説明しま

すと、産業革命が進み、ドイツ、フランス、アメリカで経済発展がどんどん始まります。スウェーデンもこの産業革命の

波に巻き込まれたが、先の国にイギリスを加えた諸国に比べて一歩遅れて発展しましたので、この19世紀はスウェー

デンにとっては貧乏国であつて、移民の輸出国でもあった。スウェーデンでは食えない、生活することが出来ない代

表例は農村の二男、三男、それから商店の同じく二男、三男、あるいは土地を持つていない小作人。こういう人たち

は都市に出て行つて仕事を見つけぎるを得ない。しかし、ものすごい低賃金で働かされ、それでも働くチャンスがあれ

ばよいのですが、それが与えられない場合は当時の新興日、アメリカに行つて移民となる。そういう時代だつた。

そして国内に目を向けた保育システムはどうだったか。これについては2013年 3月 のこの研究講座で水野恵子元日

本女子体育大学教授の保育システムについての講演がありましたが(編集部注・所報360号 )、 これを補足、関連す

る形で話をします。

この時代には、子どもの養育は保育にかける子どもを何とかしょうという慈善的なものしかなかつた。施設には、子

どもの飼葉桶という名前があつた。ひどい名前ですよね。子どもを飼葉桶の中に入れておけば育てられるのか。対象

は貧困層の子ども。主としてみなし児、捨て児。この様に名前を見ただけでどういうものか分かつて頂けるはずです。

これは慈善事業で、宗教的な慈善事業で、レ・ミゼラブルの世界〈編集部注 :フランス人・ヴィクトル・ユーゴーが1862

年に執筆した大河小説。レ・ミゼラブルとは悲惨な人々とか哀れな人々を意味する)。

これに対し、富裕層を対象にした幼稚園といわれる施設もあつた。この施設は値段が高く、特権者層の幼稚園でし

た。そして、この幼稚園に入園出来るのは設備費から運営にかかるものは全て負担出来る金持ちだけで、一般市民

には手が出ない施設でした。このように、前者は完全に慈善事業で一銭も税金は使われず、後者も富裕層が対象で

あることからこちらも税金は全然入りません。と言うことは福祉ではない。そしてこの保育システムの発展をみます

と、1930年代から1950年代になると、1932 年にアルマ・ミュルダールが「大きな子ども部屋構想」を主唱しました。こ

の考えは、子ども保育というものは小学校から問題とするのではなく、もつと幼児の時からケアするのが当然である。

これと取り組まないから人口問題が派出する。人口が減れば、つまり赤ちゃんが生まれなくなればどうするつもりな

のか。この当時の出産率1ま 1.7%に下がっていた。この数字に下がるということは経済危機であるという風にとらえ、何

が何でも子どもが生まれる状況を創りださなければならない。しかし、当時のスウェーデンは何らかの手を打つほど

の金持ちではなかつた。

つまり公共部門のための財源がない。したがつて人日問題委員会を創設したものの、アルマ・ミュルダール提言の

うち、ほとんど実現が不可能と考えられた中で、やつたことと言えば、飼場桶の名前が今でいう保育国に、また富裕

層向けの幼稚園も一部名前を変え、そして1944年にはこの二つの保育園と幼稚園に国庫補助金が創設されたことで

した。

しかし、このことがなぜ大事かというと、保育を福祉活動という提言に基づき、国が関与する、公共部門が関与する

ことの重要性が認められることになるからです。一方、日本はこの間、何をやつていたかというと、戦争だった。このよ

うに介護政策を見ても同様に、日本は出発時点で失敗していたかということが言えます。

この介護政策の出発点を改めて整理してみます。スウェーデンの老人福祉、これは福祉ではありません。やっばり

単なる慈書事業であった訳ですが、福祉ではない。スウェーデンの介護事業は全土にネットワークを広げた教会組

織や集落の庄屋さんを中心とする寄り合い組織による慈善事業である救貧院を出発点としています。1945年 、あの

悲惨な第二次世界大戦が終了した時点では、この中世的な救貧院のシステムの名残りがあまりに改善されないまま

に残つていました。今でいう要介護老人とか、身寄りのない老人とか、そういう老人が残つていたために救貧院がい

わゆる養老院として残つてしまう。

この養老院はすごく惨めなものでした。日本流に言うと、大畳間に10数人いて、外に出ていくにしても出て行きよう

がない。従つて何もない。寝てるしかない。そういう人たちは必ず運動能力を失います。それが養老院の始まりです。

スウエーデンもそういう状態でした。この状態は当時の日本と全く区別なく同じでした。

そこで1946年に総理大臣に就任した社会民主労働党党首のエランゲル首相は、戦後の緊急課題のとして一つとし

て、救貧院的な雑居型老人ホームの居住環境の改善に取り組みます。その努力の中心は、コミューンによる老人ホ

ームの増築と雑居型ではあつても人間的な居住環境確保の推進、およびランステングの経営する病院の長期療養

病棟の整備でした。

―言で言えば、施設介護型の施策の推進といつてよいでしょう。1960年 から70年 代にかけて、エランゲル首相とそ

の後継者たち、とくに社会民主労働党内閣は、公共部門の財政力の増強、つまり漸新的増税路線を国民に求めつ

つ、老人福祉施策を含む各般の福祉サービスの充実路線を展開し、老人ホームについても雑居型施設の建設中止

と介護付きの個室型老人ホームの大量供給が実施に移され、よく訓練され、専門技能を有する介護士の確保が並

行して企画されます。さらに、各個室に自炊設備を有し、入居者が思い出のこもる家具などの一部を持ちこめる「サ

ービスハウス」と呼ばれる施設の供給も進み、施設介護から一歩、居住介護の方向に進み始めます。

この高福祉国家実現へのステップはどういうものかもう少しくわしく見てみます。ステージを四つに分けます。

第一ステージは1932年 から46年 ごろまでの戦間期。第一次と第二次世界大戦の間のことです。大恐慌後の暗い時

代にも中立を貫き、福祉国家への枠組みを創った。ハンソン首相の時です。また、ミュルダールが世界で初めて子育

てを福祉として提言した時機です。この1932年 という年は経済的には大不況の時で、日本の昭和史の中でも暗い時

機でした。この暗い時機に信じられないことが起きましたね。ドイツ・ヒットラーが政権に近づいた。今から考えたらドイ

ツ人はなぜ、ヒットラーに選挙で勝たしたのか。誰も答えが無い。

しかし、スウェーデンは全く逆のことをした。ハンソン首相はこの暗い時代に、先に示したように中立を守り、福祉国

家の枠組みを創るようにした。そうした状態の時に戦争が終わった。その中立を貫いた結果、製造設備が残り、戦後

復興需要で製造業が発展し、高度成長を遂げましたが、終戦の一年後の1946年、スウェーデンにとつては信じられな

いことが起こつた。ハンソン首相が脳卒中で急死したのです。後を継いだのがハンソン首相から帝工学を学んでいた
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エランゲル首相。この46年から60年代までの15年間を戦後成長促進期としてとらえる第ニステージとします。日本で

は池田内閣・佐藤内閣の時代によく似ている政策をとった。つまり、出来るだけ増税しないで、民間企業の活力を維

持して、それで成長を促進して金持ちにするということです。その政策は成功します。

そして第三ステージに入ります。1900年 から76年 ごろまでの高福祉国家建設の時機で、エランゲル首相と70 年か

らはパルメ首相になつた時です。高福祉ビジョンとして「豊かさを実感できる社会を創ること」が掲げられた。

具体的にはどういうものかと言いますと、①所得の不公平配分の是正②不時の出来ごと、例えば病気とか失業した

時に対するセーフティネット③男女機会均等の確立。それは育児負担の軽滅だつたり、育児の社会化に取り組むこと

など。これはミューゲルの提言そのもので、それを実現すること。④としては優れた生活環境の維持。四日市公害み

たいなモノは絶対だめだという考え。いくら企業が儲けても、それを社会還元しないようなスタイルは社会にとつては

決して豊かな社会とは言えないという思考です。その三ステージの途中、エランゲル首相も亡くなり、あとを継いだの

がパルメ首相です。彼は在任中に晴殺されたのですが、在任中は前任者の意向を継ぎ、高福祉国家実現のステップ

を踏んでいきます。いわば高福祉成熟期で、この状態は現在まで続く第四ステージと言えます。

もっとも、この間には社民党から中道右派への政権交代があつた。これに対し国民は高負担には反対ではないが、

負担率が限界まで上がり、単なる増税路線では不可能な時代に入った。また。これと並行して高福祉を遂行する上

で増税、民主化、地方分権三位…体政策を推進し、2000年の社民党内閣からラインフェルト中道右派政権に交代し

て以来、福祉サービスの維持をはかりつつ、施策の効率化、負担率の若干の低下を実現しています。

このように福祉国家形成戦略は、経済、社会に驚くほどの効果をもたらしています。それは何か。一つは、福祉国

家は雇用増をもたらし、成長を促進した。これは福祉国家パラドックス。まず、福祉国家は雇用増をもたらし、成長を

促進した。それは家族政策の成功があります。この背後には保育所の充分な整備、有能なプロ保育士や介護士養

成の確保、受益者の負担部分の低廉化があります。この家族政策の成功の重点は、子育ての直接コストの公費負

担よりも女性の就業と子育ての両立のための環境整備に置いた。それが女性の家庭からの解放を促し、それがまた

女性の就業率の上昇となつた。さらに福祉サービス分野における女性の大量進出となり、結果として世帯の所得増

加、雇用の場の増加は成長促進となつた。また、合計特殊出産率の上昇をもたらし、このことが長期的に人口減少の

阻上、少子高齢化進行の緩和などとなり、強いては社会、経済、福祉分野の持続性確保に結びつき、福祉国家は所

得分配の公平をもたらし、経済力の地域間格差の拡大も防いだと言えるのです。

では、こうした高福祉・高負担政策が成功するための条件とは何か。いくつかの条件があります。スウェーデンの経

験を踏まえて主なものを三点指摘します。まず第一に、指導者が理想と倫理性に裏付けられた確保たる信念のもと

に、絶えざる対話のうちに国民の受益感覚に訴え、穏健な手法で焦らず、慌てずに着実に施策を展開することが必

須の前提です。第二に、そのような政治プロセスの中で、国民に負担増を求めるに際して財源の使用先を国民に明

示し、政策目的を明らかにして、いやしくも国民に媚びるようなバラマキは絶対に選けなければなりません。その支出

でどんな政策効果が期待され、結果としてそれが実現したかどうか、国民に説明出来なければいけません。

育児政策を例にとってみれば、育児のいわゆる社会化を実現する上で、家族手当の増加で育児の直接費用の一

部を公的に負担する施策よりも、女性が「就業と家事、育児」を両立出来る環境を確立し、子どもを持つことにより就

業を縮小、または断念せぎることを得なくなることによる所得減(これを育児の機会費用という)を防ぐ施策の方がは

るかに経済社会に好ましい効果をもたらします。スウェーデンの育児効果の成功は、この点を熱知した上で政策決定

を行つたことによるのです。

第二として、福祉全般の充実のための公的な支出増は、現在の国民負担の増加でまかない、公債や借入金に依

存してはいけません。公共支出の必要性を認め、実施した現世代の人々が負担すべきであり、後世代に負担を先送

りするなどは人倫に反すると考えるのが原則なのです。市場経済の下では景気変動は避けられません。景気下降期

には、公的支出増や減税などの方法により経済を刺激するケインズ型の政策を行い、一時的に公的借入に依存す

ることもやむを得ない場合があります。この場合でも、景気が反転回復すれば直ちに政策の発動を中止し、さらに一

時的に膨らんだ借入などは早期に償還する措置が取らなければなりません。

この二つの条件が満たされることによつて、国民は高い負担が老後の安全と安心のための貯蓄であること、あるい

は次世代以降の子孫が豊かな生活を維持するための貯蓄であるという感覚を持つことができるのです。「税はとられ

るもの」という感覚では、高負担・高福祉社会への国家戦略を貫くことは難しいと言わざるを得ないでしょう。

最後に、スウェーデンにおける高齢社会のまちづくりについて考察してみました。

まず町とはなにか。町とは人々が自由に快適に生活できる場であり、経済活動、文化活動、社会活動・人々の交流

など、人々の自由な活動を通じて人間性を回復できる場である。その町づくりとは何か。誰もが誤りと分かる回答とし

ては、町づくりの目的は、経済活動の使益、効率化にある。この様な考え方の街づくりの結果は以下のようなものに

なる。

それは①自動車の利便を人間のアメニティより重視する傾向を生じた。②多くの地方都市の中心市衡地や駅前市

街地においてコンクリートの建物が幅を利かせ、醜い駐車場が一等地に建ち、本来、人間が各級の活動を行うべき

通りをバス、タクシーその他の車がわがもの議に走り回り、人間が肩をすばめて歩く本末転倒を生じた。③何世代に

もわたって書積されてきた都市の個性や景観美が惜しげもなく圧殺された。④そして何よりも大きな被害。それはコミ

ュニティが崩壊したこと。都市は元気に働〈人々が忙しく走り回る場であり、老人(人 口の20%)、 子ども(人口の15%)の

いる場所がない状況が生み出された。⑤この結果、当初の目的であつた経済的な活性化すら達成できず、郊外型の

ショッピング・センターなどにたちうち出来ないなど、町の衰退をもたらす例も多く生じた。

では改めて町づくりとは何か。①として町は何世代にもわたつて蓄積されてきた伝統や個性の上にたつて熟成すべ

きものである。壊して創り直すものでない。これは都市形成史、発展史重視の原則です。②はコミュニティ形成を重視

すべきである。老人や子どももつどい、交流し、ベットを連れて楽しく散歩できる場でなければならない。町から「にぎ

わい」を除けば何も残らない。つまリコミュニティ重視の原則です。③は、歴史的景観美を重視しなければならない。

町には必ず個性を体現するドミナントな建築物がある。これを尊重しなければならない。これを景観重視の原則と言

えます。④には、町づくりは「持続可能性」を追求しなければならない。子どもたちに「いい町を創ったよ」と自信を持つ

て引き継げる町づくりでなければならない。子どもたちが「ふるさと」としていずれは必ず帰りたいと思うような町でな

ければ、観光に魅力あふれる街ではありえない。これらは持続可能性重視の原則、環境保全重視の原則、人間生活

中心の建築規制と言えるでしょう。そして最後の⑤として、寝たきり老人のいない町、老人の行く所のある町を創ろ

う。これは全市民の活動保障の原則です。

cOpyrittt(c)3u‖ 試in of Tれ。Japan inst`tute cf Scandinavian Studies Ali Rigtts Reserved:
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「新しい時間」

(編集部から)大学卒業後、スウェーデン織物の技法を習得するため2000年代に単身渡瑞した筆者。当初はままなら

ない言葉に孤独感と不安な日々。それが次第に周囲と意思が通じていく喜ぴが文面から赤裸々に伝わつてきます。

プロフィール■979年 生まれ。京都出身。2003年に留学渡瑞。京都教育大学教育学部卒。大阪外国語大学スウェー

デン語科単位修得。H.VSkolaを 卒業。現在は自宅にアトリエを持つ。

2003年 8月 中旬、青く高い空の広がるスウェーデン。2年前に初めて訪れて以来、何とかしてもう一度来たいと思

い、再びやってきたスウェーデン。出発をあれだけ心待ちにして夢にまで見たこの国。にもかかわらず、この国に到着

したとたん、予想もしなかつた気持ちが心に覆いかぶさつて、こんなはずじゃなかつた、と一瞬思いました。今まで感じ

ことがなかつた「何か」に襲われたのです。そして、その緊張がふととけると、突然がくんと自分の状況を認識しまし

た。「ひとり」。

「お父さん、お母さん」。それから胸を砕かれるような、裂かれるような思い。つながらない公衆電話の先に両親の顔

が見えて、走つて戻つたホテル。がらんとした冷たい部屋で涙がとめどもなくあふれました。

それから数日後、ダーラナ(Dalama)地 方、レクサンド(L●ksanめの小さな学校で織物の授業が始まりました。学んだ

ことのない織物を好きになれるかどうかもわからないまま、一日一日が手探り状態でした。初めての国、初めての人

たち、初めての試み、そして初めての「ひとり」。24歳 になつて、頭を打つという経験を初めてしました。

勉強してきたスウェーデン語が紙の上でしか通じなくて、一生懸命理解してくれようとするクラスの友人たちにうまく

思いを伝えきれず、まるで小さな子どもになったような気がして自分に苛立ちました。意思を伝えられないということ

で、自分を見てもらえないように思えました。伝えられない自分、出来ない自分、自分自身が分からない自分。

ようやく言葉が通じるようになったある日、友人に「初めての日のキョウは、本当にうれしそうだつた。直ぐに友だち

になりたいと思った」と言われました。ほとんど声を出せなかつた自分が、友人には「うれしそう」と受けとられていたこ

とに驚きました。

相手によつて、使われる言葉のニュアンスが分からず、その言葉によつて判断出来る書のパーソナリティが分から

ないで、自然と相手の目やしぐさを黙つて見つめるように見つめるようになり、そこから相手を知ろうとしました。そうす

ると何の先入観をもつことなく、私なりに相手が理解できました。そして、自分がすてきな魅力ある人たちに囲まれて

いることを知りました。

通じ合いたい一心で伝えようとすると、必ず一歩、さらに一歩、私に近づいてくれる人たち。クリスマスには毎年、実

家で当り前のようにあたたかく迎えてくれる友人。おそらく全てといつてもいいほど「スウェーデンの行事、習慣」をひと

とおり贅沢に経験させてくれた友人達。厳しくて、何時でもしつかりと私の織物を見てくださり、今ではありとあらゆる

話のできる先生。学科が違っても食堂で同じテープルを図んで話が出来る人たち。そんな人達に爾まれながら、それ

でも一生懸命で気持ちが張りつめていたことにあらためて気づいたのは、ある日本人のご夫婦に出会った時でした。

まるで実家に帰ったような、夢のようなあたたかさでおうちに招いていただき、感謝してもしきれないほどお世話をして

くださいました。

日本では、父と母が作り上げてくれたおだやかな時間の中で過ごしていました。時おり出入りする人達と接し、特に

挑戦をしなくてもそのままうまくつながつていく毎日。

高校の卒業を控えたある日、担任の先生に言われました。

「あなたは問題なくこのまま幸せに人生を送るでしょう。でも一度海外へ出て、世界を見る価値はあります」

スウェーデンに来て、新しい私の毎日がはじまった時、先生の言葉を思い返しました。背景をな〈した私がいて、出

会うはずのなかつた人と出会い、つながつていく。先生の言葉は、こうした経験をすることを意味されていたのではな

いかと思います。

スウエーデンでの暮らしから得たものは、日の前にいる人をもっと知りたい、もっとその人の話を聴きたいという、あ

る種の「欲望」かもしれません。自分自身が今いる場所に属していないという感覚によって、そうした「欲望」に素直に

顔を向けられる自由が与えられたように思います。日本にいた頃は、必要ないと無意識に判断していたのでしょう

が、スウエーデンという国に入ることで何のためらいもなく、その「欲望」を満たそうと思うことができるのかもしれませ

ん。

レク・サンド

ー
ある午後、ヨハンナとフレドリック、それにクリスティアンと湖へ散歩に。雪が降って、それが少し溶けたころにま

た急に冷えて、積もつた雪は表面が国くなつていた。それが陽に浴びて七色に光る。しばらくしゃがんでみとれてい

た。湖は水。そこにクリスティアンが水のかけらをすべらせると、信じられないくらいにきれいな音がした。シヤラシャラ

シャラ、というのかキャラキヤラキャラというのか、何とも言い難い透き通つた音。その音は、かけらが水の上をすべつ

ている間ずつと遠くまでつづき、そしてかけらが湖水に入って、静かに消える。きっと一生忘れない音
一

初めてレクサンドの学校で織り上げたのは、古い布を裂いて織りこむ製き織リマットでした。日本で、スウエーデン語

の授業に出てきた「古い服やシーツでできたマット」は、どの家庭にも一枚はあると、先生が話してくださいました。確
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かに学校の寮の部屋にもありました。

そんなマットを見てみたい、そこから生まれた「織つてみたい」という気持ちに任せて選んだのが、織物中心のテキ

スタイルコースでした。

たて糸とよこ糸が、どんなふうに組み合わさつていくのか、色の組み合わせでどんなふうに遊べるのかを考える余

裕は、まつたくありませんでした。ただ、考えていたのは、自分で本当にマットが、それどころか「何か」が織れるのか

どうか。

不安なまま作業が進んで行きました。たて糸を張るにも、本当にここまでしつかり張つていいのか、何度も確認し、

ばたんぱたんと力を入れて織りこんでも大文夫なのか、何度もたずねました。

何もかもが初めての経験でした。スケッチどおりによこ糸がすべて入り、「きつとこれで出来上がっているはず」の段

階になつた放課後、「終わつたと思う」と、織機が隣り合わせだつたクラスの友人にささやくと、「早くみんなに見せて」と

大きな声が返つてきてびつくりしました。そんな大きな声だとみんなに聞こえるのに、と恥ずかしく思いました。案の

定、集まつたクラスメイトにせかされて、出来上がったと思われるマットを、本当にこのままたて糸を切り離していいの

か何度も確かめながら、織機からはずしました。

みんなに見られる前に、少し時間をおいて、それから自分ひとりでどんなものが出来たのかそつとのぞいてみたいと

いう思いもあつて、そのはずしたてのマットを腕に抱えながら「どうしょう」と立つていると、校庭に出て広げてみようと

友人にせがまれました。

せつかく織つたものをどうして地面に?日 本から来てまもない私は、言葉がうまく出来ないために自分の気持ちを伝

えることができませんでした。マットを地面に広げ、言われるがまま、やや腰を浮かせぎみに座つたとき、「織れた」と

いううれしい気持ちと「初めてのマットを地面に置いてすわつてしまつた」というどきどきする気持ちが混ざつて、変な緊

張の中、なんだかおもしろいと感じました。

予定していた一年の滞在が二年になり、もっと織物を続けたいという思いでストックホルムの学校にさらに二年間通

い、あの初めて織つたマットから数えて何度も機から織物をはずす作業を経験しました。それでも毎回、織機に張って

いるたて糸の終わりが見えると、

緊張と早く織り上がりを見たいという思いのために、手が早まり、心臓の鼓動が聞こえるように気持ちが高まります。

私自身の好きな色がわかるようになり、私なりのスケッチもできるようになりました。

このスウエーデンの土の上で、もつと織物を続けたいと思います。初めてのマットの時には、じかに広げることにた

めらいのあつた地面。その地面の続きになるような織物をつくりたい、と今は思つています。広げた織物が地面に連

和感なく受け容れられて、ふつと見えなくなる瞬間のあるような、そんな織物をつくりたい。そう思つています。

スウエーデンと私

スウエーデンに来て一年目は、無駄なことを話さなくなったためか(言葉の能力のために話せなかったためのです

が)、 よく小さかつたころのことを思い出すようになりました。日にしたもの、自分の口にした言葉。好きだつた音。人の

言葉の合間や、ふとした光景を手がかりに、音のできごとをたどつてみようとすると、思い出すという作業が途方もなく

しんどいものだと知りました。居心地のよかつた毎日から離れたことと、黙つて見ることによつて、ようやく自分自身を

見つめることができるようになりました。

どうしてスウエーデンなのかとたずねられると、これまでは言葉で表現できませんでしたが、今なら「私が私として呼

吸できる」という気持ちのよさだと、答えられそうな気がします。

自分を見つめることができる、やりたいと思うことが「やることのできる」ものであると感じられる。しかも年齢を重ね

るごとに可能性が高まつていく、いつまでたつてもチャンスを失わない。それが、私にとつてのスウエーデンです。

静かにいてもいい、年を重ねてもいい、考え直して、選び直してもいい。この国での生活はそういう自由と、それらを

自分の責任で自分のために決断するという、両方がしつかりと存在しているように私には思われます。

2001年の旅行の帰路、この国に「戻つて」こようと思うに至つた、自分の心の中に隠れていた理由が、実際に生活を

することでわかるのではないかと期待していました。その二年後に再び訪れたスウェーデンで、八年目の秋が過ぎま

した。ストックホルムの自宅にかまえたアトリエで織物をしながら、あの時にどうして私がそれほど強い魅力を感じた

のか、考えることがあります。

まだ、言葉につなぎ合わせて表現することができませんが、10年も前のさまざまな断片が心に浮かびます。あの初

めてのスウェーデン。迎え入れてくれた友人のお母さんの笑顔。雪の上に立った私の靴。自然なままでいられる自

分。目を伏せる一瞬。透明な静けさ。初めての旅で体験したそれらの思い出が、自分自身にとって、母国での生活以

上に懐かしいものを感じたのかもしれません。

家族のいる母国があること、どうしても戻ってきたいと思ったもう一つの国があること。自分の人生がこんなふうに展

開するとは、高校生の頃は思いもしませんでした。両親の近くにいたいというたまらない思いをいつも抱えながら、そ

れでもスウェーデンで自分をつくり続けていきたい、と思つています。なぜこの国が私にそう思わせるのか、そのこと

はおそらくいつまでも自分自身に問い続けていくことになるでしょう。
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